
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅医療・介護 ICT 連携推進事業 

診療所 
家族 

大病院 

中病院 

高齢者施設 

薬剤師 

本人 

歯科医師 

医師・看護師 
ヘルパー 

ケアマネージャー 

患者さんが自分の情報を管理することが基本です。 
そこに「信頼できる地域の医療・介護・福祉関係者が持っている情報」を集約し、 

すべての情報を共有する「コミュニケーションのための仕組み」です。 

医療福祉介護施設の方へ 

 

在宅医療・介護 ICT 連携促進事業 

① Windows PC の場合︓推奨 Web ブラウザは Google Chrome です。 
② Mac PC の場合︓推奨 Web ブラウザは Safari と Google Chrome です。 
③ iPad、iPhone の場合︓推奨 Web ブラウザは Safari です。 

お問い合わせ 
 ナラティブブック秋田への参加のお申し込みは、秋田県医師会の事務局かお近くのナラティブブック秋田参加施設の
方にお尋ねください。（参加施設はホームページでご確認いただけます。) 

 その他わからないことがありましたら、一般社団法人秋田県医師会事務局までお問い合わせください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域包括ケアの実現には、地域に住まう方々が、“自分
らしい暮らし”を継続していける環境作りが必要です。
患者さん自身の生き方や想いを支え、“生ききる”ための
支援には、患者さんを中心とした情報の共有とその方の
生活へのフィードバックが欠かせません。 

また、効率的で効果的な医療や介護サービスの提供に
は、患者さんに個別最適化された処置とコミュニケー
ションが求められます。一方的な情報伝達、指示、報告
ではなく、共有した情報を患者さんの生活に還元できる
ような仕組みを構築することが求められています。 

家族や医療・介護従事者は、患者さんの
気持ちに添った支援をするために、ご本人
の想い、気持ちを聞きたいと思っています。
また、日々の生活や治療を理解しないと、
患者さんに寄り添えません。 

 生活と治療をみまもるために共有したい
情報は、患者・家族、医療福祉介護従事者
の声を集めた「共有したい情報」に関する
報告書 にまとめられています。 

 【情報共有の効果】 
自宅での暮らしが見える 

▶ 本人の納得 
▶ 家族の安心 
▶ 従事者の学びと喜び 

患者さんの 
生活シーン 

医療及び介護従事者 
によるレポート 

患者さん自身の 
想いや気持ち 

 

① 本人が主体となって情報を管理する 
② その方の「ナラティブ」を記録する 
③ 本人と本人が許可した医療・福祉・ 

介護従事者が記録できる 
④ 本人の想いが伝わる 

状態・想い 

活動 

医療・介護 

言葉や声 
文字・画像 

ナラティブブック秋田がよいと思った点
について、生活者向けの説明会に参加された
8 割の方が「共有できること」を良い点とし
て挙げていました。 

そのほかにも、「医療・介護従事者を身近
に感じられるところ」と答えてくれた方も多
く、先生方とのコミュニケーションをもっと
とっていきたいと感じている方が多いこと
がわかりました。 

(平成 29 年第 1回患者・家族向け説明会 7 月 22 日/にかほ市総合福祉交流センター「スマイル」) 
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その他

自分で管理ができること

医療・介護従事者を…

共有ができること

(%)

(有効回答数：21) 

※ 

｢寄り添うこと｣ ─── 

施設登録 職員登録 かかりつけ登録 連携スタート 

利用者 

施設 
事業所 

郡市医師会 

事務局のホームページから
「ナラティブブック施設利用申
込届」をダウンロードし、必要
事項をご記入の上、所属す
る地域の事務局までご郵送く
ださい。 

 2 週間以内にナラティブブッ
ク事務局より施設管理者登
録のメールが届きますので、
画面の案内に従って登録を
完了してください。 

かかりつけの登録が完了
すると、連携がスタートでき
ます。 

 患者さんにかかわる他の
事業所の方も誘って多職
種で連携していきましょう。 

利用者を登録 (かかりつ
け) します。かかりつけを行う
権限を持つ職員(かかりつけ
管理者)でログインして、「施
設管理」>「かかりつけ」と進む
と、利用者を登録するための
画面が開きます。 

 施設からかかりつけ案内を
出す場合は、「案内状の送
信」を行います。 

 利用者からかかりつけ依頼
を出す場合は、利用者に「施
設番号」を渡し、利用者から
依頼状が届くのを待ちます。
依頼状は「依頼状の受信」欄
に届くので、そこから承認 /拒
否を行ってください。 

施設管理者の登録が完
了したら、職員を登録しま
す。 

 「施設管理」>「施設」と進
むと職員宛てに職員登録の
ための案内状を作成する項
目があります。 

 職員のメールアドレスなどを
記入して送信してください。 

 メールが届いた職員は画面
の案内に従って登録を完了
してください。 

職員登録 

か
か
り
つ
け
登
録 

施
設
参
加
登
録 



 患者さんに関わる人たちとご本人・ご家族を交え
てコミュニケーションが取れます。 

 みまもっている家族や医療・介護スタッフを一覧
で見ることができます。 

 写真を使って情報共有する 
ことができます。 

遠くにいたり、帰りが遅かったりして、 
なかなか連絡の取りにくい家族とも、 
日常の何気ない連絡を取ることが出来ます。 

活用例 

症状のことや体調のこと連絡事項などを多職種
で共有します。 

必要な情報は掲示板に
書いておけます 

患者さんそれぞれに合った医療・介護のため
に、患者さんの想いや夢、希望、治療の目標
について、みんなで書いていき目標を共有し
ます。 



 

6 

利用者さんに関わる
基本的な情報を記録
し共有することがで
きます。 

更新日：
2017/10/23 

利用者さんの想いや
夢、希望、治療の目標
を書きます。 

自動でタグも作成され 

ます。 

wish に投稿を書く場合
は、wish を開いて書き
込むか、タグを選択してく
ださい。 

5 

関係者で、注意して
確認しておいてほしい
投稿を掲示板に貼り
付けられます。 

掲示板に貼り付けら
れたナッジをタップする
と、タイムラインの投稿
に移動して全文が見
えます。 4 

返信 

   をタップして、投稿に対して返信を書くことができます。 返信 

返信 

7 

入力したい項目に記入またはチェックをし
［OK］ボタンをタップ 

  をタップしてバイタルを入力する 
フォームを表示 

タイムラインにバイタル情報付きで投稿ができます。 

返信 

投稿した写真の一覧を表示 

写真をタップして写真を拡大表示 

  をタップしてこの写真を
載せた記事を表示 

10 

9 

  をタップすると、会話を
通して観ることができます。 

8 

トップページ 

1 2 3 

4 

5 

6 

9 

7 

8 

11 
12 

10 

掲示板 タイムライン 家族・かかりつけ 

の使い方 

投稿者を選んで記事を
集めることができます｡ 2 

タグを選んで 
記事を集めることができます。 1 

カレンダーで選んだ日付の 
記事に飛ぶことができます。 3 

“困った時もここをタッチ” 

タイムラインボタン 
画面が小さい端末では、画面を切替えて表示します。 

画面切替え 

  をタップすると、お薬の処方情報
を記録したり見ることができます。 

本人曰く 

    をタップすることで、本人の
コメントを代理で入力できます。 
本人曰く 

タップすると代理入力モードになります。 


